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＊：P<0.05 (by Scheffe‘s  F test) 













































Fig.A.3 Relationship between diameter ratio and pressure of carotid artery of pig (N=6) 
(ⅰ) 150% tension                                       (ⅱ)100%tension 













向には拘束されていないため Fig.A.2 のよう蛇行するのに対し，in-vivo において血管は体
内で他の部分に多く拘束されているため，圧をかけても Fig.A.2 のように軸方向には伸びな























































































 第４章で AGは拍動流においても隙間を確認したが，AG 近傍での流れ場は把握していな
く，debris が詰まる際にフィルムのポアから詰まるのか，管壁との隙間から詰まるのか把
握できていない．そこで，AGをFig.C.1に示すようにモデル化し，熱流体解析ソフトANSYS 

















① 作動流体の物性値：一般的なヒト血液に合わせ，密度 1100[kg/m3]，粘度 0.0036[Pa・
s]とした． 
② 入口境界条件：ヒト内頚動脈流量の平均 330ｍL/min を与えた． 
③ 出口境界条件：自由流出(静圧 0Pa)とした． 











Fig.B.1 Schematic drawing of AG model 
 















Fig.B.2  AG flow with CFD  
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